
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○

●同格を導く接続詞thatや関係副詞の非
制限用法を的確に把握し，本文の内容を
正確に理解できる。
●本文中で用いられた単語や熟語・表現
を的確に把握し，その意味が理解でき
る。
●カタカナ語と英語の発音の違い，子音
で終わる単語と母音で始まる単語はつな
げて発音すること，長い文は意味のまと
まりで区切って読むこと，語末の[t] [d]
ははっきり聞こえないように弱く発音す
ることに注意して音読することができ
る。
●本レッスンの英文本文を聴いて，大ま
かな概要を把握できる。
●本文の内容についての英問英答や，知
り得た情報の英語による説明ができる。

○ ○ ○ 9

○ 1
定期考査

○

○ ○

1

8

8

●if節のない仮定法や動名詞の意味上の
主語を的確に把握し，本文の内容を正確
に理解できる。
●本文中で用いられた単語や熟語・表現
を的確に把握し，その意味が理解でき
る。
●文中の機能的な役割の語を弱く速く読
むこと，国や地域の人を指す語の強勢の

[n]+[ð]をつなげて発音することに注意し
て音読することができる。
 ●本レッスンの英文本文を聴いて，大ま
かな概要を把握できる。
●本レッスンの内容についての英問や英
文を聴いて，内容を正しく理解できる。
●文中の機能的な役割の語が弱く速く読
まれること，国や地域の人を指す語の強

い，[n]+[ð]がつながって発音されること
を把握して聴くことができる。
●本文の内容についての英問英答や，知
り得た情報の英語による説明ができる。
 ●本文中で用いられた単語や熟語・表現
を適切に用いて，本文内容をリテリング
する文を書くことができる。
FT: 人類の歴史に大きく影響を与えた発
明品A~Dについて，A~Dのうち１つを選
び，それが最も重要であると主張する英
文を書くことができる。

●受け身の不定詞や受け身の進行形を的
確に把握し，本文の内容を正確に理解で
きる。
●本レッスンの英文本文を聴いて，大ま
かな概要を把握できる。
●写真や図，イラスト，またキーワード
を用いて，ペアで考えを共有しながら本
文内容に関わる発表ができる。
●本文中で用いられた単語や熟語・表現
を適切に用いて，本文内容に関わるテー
マで文を書くことができる。

○ ○ ○ 6

○ ○

○

●助動詞＋完了形や受け身の完了形を的
確に把握し，本文の内容を正確に理解で
きる。
●本レッスンの英文本文を聴いて，大ま
かな概要を把握できる。
●本文の内容についての英問英答や，知
り得た情報の英語による説明ができる。
●本文中で用いられた単語や熟語・表現
を適切に用いて，本文内容をリテリング
する文を書くことができる。

○ ○

○

1

○

定期考査

○ 10○ ○

●as ifを用いた仮定法や疑問詞+ to do
を的確に把握し，本文の内容を正確に理
解できる。
●本文中で用いられた単語や熟語・表現
を的確に把握し，その意味が理解でき
る。
●本レッスンの英文本文を聴いて，大ま
かな概要を把握できる。
●写真や図，イラスト，またキーワード
を用いて，ペアで考えを共有しながら本
文内容に関わるテーマで自分の意見を発
表できる。
●本文中で用いられた単語や熟語・表現
を適切に用いて，本文内容のテーマに関
わる文を書くことができる。

○ ○ ○

○ 1

C 単元 Lesson 4
【知】
as ifを用いた仮定法，疑問詞＋
to doの使い方や決まりに関する
事項を理解している。
【思】(L・R)「 ウミガメの生
態」「ウミガメ保護への取り組
み」の内容を理解できる。
(I・P・W) 理解した内容を自分の
言葉で表現し，相手に伝えること
ができる。
【主】
(L・R) ウミガメをめぐる状況や
絶滅の危機に瀕している理由，環
境を守ることの大切さを自ら理解
しようとしている。

○

○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

D 単元 Lesson 5
【知】
同格を導く接続詞that, 関係副詞
の非制限用法に関する事項を理解
している。
【思】
(L・R) 列に並ぶ人々に影響を与
えるものは何なのか理解できる。
(I・P・W) 理解した内容を自分の
言葉で表現し，相手に伝えること
ができる。
【主】
(L・R) 列に並ぶ人々に影響を与
えるものは何なのか自ら理解しよ
うとしている。
(I・P・W) 列に並ぶ人の心理状況
について自分の意見を持ち，積極
的に発信しようとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

D 単元 Lesson 3
【知】
if節のない仮定法，動名詞の意味
上の主語に関する事項を理解して
いる。
【思】
(L・R) 塩の重要性とその使用方
法ついて理解できる。
(I・P・W) 理解した内容を自分の
言葉で表現し，相手に伝えること
ができる。
【主】
(L・R) 塩の重要性とその使用方
法を自ら理解しようとしている。
(I・P・W) 塩について自分なりに
意見を持ち，積極的に発信しよう
としている。

○

○○

定期考査

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

C 単元 Lesson 2
【知】
助動詞＋完了形，受け身の完了形
の用法や決まりに関する事項を理
解している。
【思】
(L・R) 「岩谷の特別な撮影方
法」「岩谷の撮影が成功するまで
の努力」の内容を理解できる。
(I・P・W) 理解した内容を自分の
言葉で表現し，相手に伝えること
ができる。
【主】
(L・R) 岩谷の特別な撮影方法や
成功するまでの努力を自ら理解し
ようとしている。
(I・P・W) 本文から学んだ「夢を
持つこと」と「夢を実現するまで
の努力」について自分の意見を持
ち，積極的に発信しようとしてい
る。

○

１
学
期

領域

社会的，文化的な内容についての会話や説明を聞いたり読んだりし
て，主体的に理解しようしている。
　また，聞いたり読んだりして理解した内容を，主体的に英語を用
いながら聞き手や話し手，書き手に配慮しようとしている。それに
基づいて，自身の考えや意見を伝え合ったり，事前に準備したもの
など活用して発表したり，理由や根拠を示しながら，まとまりのあ
る文章を書こうとしている。

配
当
時
数

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて
適切に活用できる技能を身に付けるようにする

評価規準 態単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

定期考査

A 単元 Lesson 1
【知】
受け身の不定詞，受け身の進行形
に関する事項を理解している。
【思】
(L・R)「アニメ聖地巡礼」につい
て理解できる。
(I・P・W) 理解した内容を自分の
言葉で表現し，相手に伝えること
ができる。また，本文から学んだ
「アニメ聖地巡礼」について自分
なりに意見を持ち，それを表現す
ることができる。
【主】
(L・R)「アニメ聖地巡礼」がどの
ようなものかを自ら理解しようと
している。
(I・P・W)「アニメ聖地巡礼」に
ついて自分なりに意見を持ち，積
極的に発信しようとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○○

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ

○○

○ ○

2
学
期

3
学
期

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国語 英語コミュニケーションⅡ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

英語コミュニケーションⅡ

思

外国語

関係副詞や分詞構文などに加えて，語彙や表現など，用法や意味
を理解している。また本書を通して学習する社会的，文化的な内
容について，簡単な語句や文で示された内容の要点を捉えたり，
自身の考えや意見を簡単な語句や文を使用して，発信したりする
技能を身につけている。

社会的，文化的な内容についての会話や説明を聞いたり読んだ
りして，内容の要点を捉えている。また，また，聞いたり読ん
だりして理解した内容を，学習した文法や表現，簡単な語句を
用いて，聞き手や話し手，書き手を意識し，自身の考えや意見
を伝え合ったり，事前に準備したものなど活用して発表した
り，理由や根拠を示しながら，まとまりのある文章を書こうと
している。

（177増進堂　　CⅡ719）　FLEX English Communication Ⅱ

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語
で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して
適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。


